
高梁川流域の

伝統的な行事と芸能
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　由加山と金毘羅山の両参りは、江戸時代から明治時代にかけて特に盛んでした。「由加山火 

渡り大祭」は、その両参りの史実を背景に、由加神社本宮の御神火と金刀比羅宮の御神火と

を合わせて点火し、大護摩祈祷・火渡り神事が行われます。参拝者はくすぶっている火の上

を素足で歩き、１年間の無病息災を祈念します。
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